




























































Current Status and Issues of the Residents Living in
Temporary Housings of the Great East Japan Earthquake

































































































































































































































































































































合計 20 27 15 3 65
が，その点を考慮して主として週末に調査予定を行
い，高齢者以外の人も対象になるようにしても上記
の結果であったことから高齢者の割合が高い状況は
確かであると考えられる。
そのような中で，SOC総合得点では高得点を示
す割合が7割を超えていた。この結果からはストレ
ス対処の力が十分にある人が多いと示唆されたが，
この得点と関連がある要因は見いだせなかった。
一方，個別の質問においては以下のように点数が
低い（3以下）人の割合が多かったものがあった。
・「よく知っている知人の思わぬ行動に驚かされ
た」 52.3％
・「自分はダメだと思うことがある」 50.0％
・「感じたくない感情を抱いてしまうことがある」
45.5％
本調査でのSOCによる評価は東日本大震災関連
の事象の影響のみを評価するものではないが，上記
のような結果は，震災と津波及びその後の生活での
経験が反映されている可能性がある。
40歳代以上のいずれの年齢層においても低得点
の人が確認された。また，50歳代以上では近所づ
きあいや催事への参加が不活発である傾向がみられ
た。そのため，この結果を受けて何らかの対策を作っ
ていく際には単に高齢者を対象にしたものではなく，
高齢者以外の年齢層をも対象にする必要がある。
何らかの心配事や困り事があった時に相談できる
相手がいることは重要であるが，頼りにする「家族」
との関係が今後の生活の中で変化し疎遠になること
があるとすれば，問題を抱えつつも解決できないま
まになったり，孤立化したりする可能性があるため
注意が必要である。
４．最後に
調査対象地では高齢者の生活不活発病の増加を食
い止めるため，地元大学や地域包括支援センターに
よる種々の取り組みがなされている。
「畑作業」「収穫祭」「炊き出し訓練」など東日本
大震災以前からあった地域の営みを取り戻したり，
平時ゆえの災害時訓練など備えの活動を共に行った
りすることで，生活への意欲を高める努力がなされ
ていること，また，介護予防教室に類似の活動も欠
かさず行われていることが確認できる。
生活不活発病はいわゆる「廃用症候群」が生活の
不活発を原因として生じるものであり，当事者自身
が理解しやすい名称とされている（大川，2011）。
災害時は避難生活に明らかなように，否応なく不活
発化させられる状況にあり，応急仮設住宅へ移った
後も個々の生活上の希望を実現することは容易では
ないため，不活発な生活が定着していきやすい。大
規模災害などで応急仮設住宅の利用が5年ともな
れば，その影響はかなり大きなものになると考えら
れる。
原因である生活の不活発を解消するためには「社
会参加」への意欲が大切であり，その意欲が生活動
作を活発化させ，心身機能を向上（回復）させるとさ
れる。そうであるならば，「社会参加」への意欲を
高める工夫が必要であるが，自らが主体的に動くも
のとそうでないものがある。主体的に動くことにつ
ながるのは，上記のような災害前の生活の楽しみを
取り戻すことや災害後に疎遠化した友人との交流を
取り戻すなどのことに効果があるとされる。自らは
進んで動かない（受動的な）場合では，ボランティア
等外部の人との交流・イベントなどがあるが，一般
には災害後時間が経つほどに少なくなることが問題
点としてはある。
その中で注目するのは，若い世代である大学生ら
の活動参加であり，大学生ボランティア組織の育成
も図っていることである。
調査対象地は震災前より人口の減少が進んでおり，
若い世代を中心に人口の流出が顕著であった。一人
暮らし高齢者の割合は高まっていくことが予想され，
それは応急仮設住宅が解消されたあとの生活で一層
大きな課題になる。応急仮設住宅利用後の居住はい
ずれかの場所での定住であり，その場所での一人暮
らしが社会的な孤立を高める要因になりうる。
そういう観点から若い世代との交流や定着は重要
さを増している。震災をきっかけにかかわりを始め
た大学生は卒業・就職を機に地域から離れる場合が
あることは否定できないが，大学生の組織が，人は
変わっても循環的に関わることが維持できれば，若
い世代との交流は絶えない。常に若い世代との交流
があることで，生活意欲の維持や向上に好影響する
ならば大学生の関わりは貴重であるといえる。今後，
応急仮設住宅での生活が解消され，公営住宅等での
生活が中心になる中で，そのような人的交流の維持
に意識的に取り組むことが求められる。
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